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研修会のお知らせ お問い合わせ／地域連携室
電話番号／059-384-1057
　　　　（8：30～16：00）

地域支援学術講演会

都合によりお休みします

BCT：Basic Clinical Teaching
BCT呼吸器疾患相談会

「持ち寄り症例の相談会」

日時・場所

●17:15～ ●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

令和4年1月11日（火曜日）

内容

※都合により
代診や休診
になる場合
もあります。
ご了承の程
お願い申し
上げます。

医療機関様へ

◆眼科

溝畑英樹　1月4日(火)　

湯浅　湖　1月17日(月)　

　　　　　1月25日(火)　初診代診　溝畑英樹

◆小児科

下野吉樹　1月18日(火）初診再診休診

◆整形外科

横山弘和　1月27日(木)　初診代診　中山裕一朗　

　　　　　1月28日(金)

◆脳神経外科

土屋拓郎　1月7日(金)　初診代診　中島英貴

◆皮膚科

山際秋沙　1月14日(金）・28日(金)

◆緩和ケア内科

寺邊政宏　1月休診

◆泌尿器科

井上貴博　1月19日(水)　初診休診

初診紹介予約について
★診療及び検査など予約可能です。地
域連携室へ事前にご連絡下さい。内
科（曜日により不可あり）、呼吸器セン
ター(外科)、脳神経外科、下部消化管
内視鏡検査、PEG交換

※診察の状況によりご予約時間に誤差
が生じる場合があります。ご了承下さ
い。

血液内科よりのお知らせ
★血液疾患患者さまを血液内科専門の
初診外来日（月・火・木曜日）以外にご
紹介いただく折りは事前にご連絡くだ
さい。

小児科外来よりのお知らせ
★入院が必要な患者さまをご紹介いた
だきます折は小児科外来へ事前にご
連絡ください。

★金曜日午後の乳児健診は都合により
休診とさせていただいており、いまのと
ころ再開は未定です。 詳細は地域連携室までお問い合わせください。

紹介患者さまのスムーズな受付・診療を図りたく、次の項目につきまして
ご協力いただきますようお願いいたします。

外来休診のお知らせ

RCC
RCC：Resident Case Conference

演題 「臨床研修医の経験症例発表」

●7：00～8：00 ●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

令和4年

1月26日
（水曜日）

令和4年

1月12日
（水曜日）

心臓血管外科の紹介患者様受け入れに
ついて

★入院・手術は不可となっております。ご
了承下さい。

※静脈瘤手術も実施しておりません。

呼吸器センター(外科・内科)よりのお知
らせ
★金曜日は呼吸器内科専門医での初診
診察が不可の為、火急の肺炎患者さ
まを金曜日にご紹介いただく折は｢一
般内科｣にご紹介ください。呼吸器内
科専門医での診療体制が整いました
ら、他曜日と同様に呼吸器センター(内
科)でお受けいたします。

皮膚科よりのお知らせ
★手術目的のご紹介は月曜日、水曜日に
お願いします。

 

森院長からの挨拶森院長からの挨拶

｢不整脈｣

日時・場所

●7：00～8：00 ●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

令和4年1月5日（水曜日）

循環器内科／太田覚史

演題

｢妊婦と薬・産婦人科救急疾患｣　

日時・場所

●7：00～8：00 ●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

令和4年1月19日（水曜日）

産婦人科／丹羽正幸

演題

昨年は、1月に新型コロナ（COVID-19）のクラスターが発生し、8月から9月にかけては感染力の

強力なデルタ株による第五波を経験しました。皆様には診療面で大変なご迷惑をおかけしまし

た。これまでのご支援に感謝申し上げます。

今年は本来の活発な医療を提供し続け、鈴亀地域の基幹病院としての役割をはたしていきた

いと思います。そのために行政、病院、医師会の先生等の更なる連携、「顔のみえる連携」を心

がけていきます。COVID-19ワクチンの3回接種の有効性、飲み薬の開発とその有効性が報告

されてきています。変異株の流行を抑えるツールとなりそうです。本年も引き続き、ご指導、ご高配

を承りますようお願い申し上げます。

昨年は、1月に新型コロナ（COVID-19）のクラスターが発生し、8月から9月にかけては感染力の

強力なデルタ株による第五波を経験しました。皆様には診療面で大変なご迷惑をおかけしまし
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